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三
重
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
議
会
（
平
成
21
年
２
月
）
の
議
決

に
よ
り
平
成
21
年
度
の
保
険
料
の
算

定
方
法
が
一
部
変
更
さ
れ
ま
す
。

　

保
険
料
の
う
ち
、
均
等
割
に
つ
い

て
は
、
軽
減
判
定
所
得
が
33
万
円
以

下
の
場
合
は
、
平
成
20
年
度
は
経
過

的
な
措
置
と
し
て
、
一
律
７
割
軽
減

か
ら
8.5
割
軽
減
に
変
更
し
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
度
か
ら
は
、
8.5
割
軽
減

は
な
く
な
り
、
７
割
軽
減
ま
た
は
９

割
軽
減
（
７
割
軽
減
に
該
当
す
る
場

合
に
お
い
て
、
下
記
の
条
件
を
満
た

す
と
き
に
限
り
９
割
軽
減
）
と
な
り

ま
す
。

　　

平
成
20
年
度
の
均
等
割
額
が
8.5
割

軽
減
と
な
っ
て
い
る
場
合
、
平
成
21

年
度
の
保
険
料
は
世
帯
及
び
そ
の
所

得
金
額
が
平
成
20
年
度
と
同
一
で
あ

っ
て
も
、
所
得
の
状
況
（
下
記
の
条

件
）
に
よ
っ
て
保
険
料
が
上
が
る
場

合
と
下
が
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

平
成
２１
年
度
の
長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）
保
険
料
に
つ
い
て

平成20年度

７割軽減 8.5割軽減 ７割軽減 ９割軽減

３割
11,027円

1.5割　5,400円

軽減分
（７割）

軽減分
（8.5割）一律

ご負担
頂　く
保険料

軽減割合を変更（経過的な措置）

平成21年度

３割
11,027円

１割　3,675円

軽減分
（７割）

軽減分
（９割）

ご負担
頂　く
保険料

8.5割軽減はなくなります

又　

は

　

平
成
21
年
度
に
お
い
て
も
、
所
得
割

を
算
定
す
る
基
準
所
得
（
前
年
の
総
所

得
金
額
等
―
基
礎
控
除
33
万
円
）
が
58

万
円
以
下
の
場
合
、
所
得
割
額
が
50
％

軽
減
さ
れ
ま
す
。

（
年
金
収
入
の
み
の
方
の
場
合
、
153
万

円
か
ら
211
万
円
ま
で
の
方
が
対
象
と
な

り
ま
す
）

　

長
寿
医
療
制
度
の
資
格
取
得
日
の
前

日
に
「
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
」
で

あ
っ
た
方
に
つ
い
て
は
、
長
寿
医
療
制

度
の
被
保
険
者
と
な
っ
た
日
か
ら
２
年

間
「
所
得
割
」
の
全
額
は
課
さ
れ
ず
、

「
均
等
割
」
の
５
割
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
21
年
度
に
つ
い
て
は
平

成
20
年
10
月
よ
り
引
き
続
き
、
「
均
等

割
」
の
軽
減
が
９
割
と
な
り
ま
す
。

※
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
保
険
料
額
が
軽
減

さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
福
祉
課
へ
お
申

出
く
だ
さ
い
。

　

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん
ぽ
：

以
前
の
政
府
管
掌
健
康
保
険
）
、
企

業
の
健
康
保
険
組
合
、
船
員
保
険
、

公
務
員
共
済
組
合
等
に
加
入
す
る
家

族
の
方
に
健
康
保
険
上
で
扶
養
さ
れ

て
い
た
方
で
あ
り
、
市
・
町
国
民
健

康
保
険
及
び
国
民
健
康
保
険
組
合
で

あ
っ
た
方
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
年
金
天
引
き
か
ら

口
座
振
替
へ
の
変
更
に
つ
い
て
①
国

民
健
康
保
険
税
を
こ
の
２
年
間
滞
納

な
く
納
付
さ
れ
て
い
た
方
（
本
人
）

が
口
座
振
替
に
よ
り
納
付
す
る
場
合
や
、

②
年
金
収
入
が
180
万
円
未
満
の
方
で
、

世
帯
主
又
は
配
偶
者
の
口
座
振
替
に

よ
り
納
付
す
る
場
合
に
限
っ
て
、
口

座
振
替
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、

こ
う
し
た
要
件
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
の
納
付
状
況

等
か
ら
、
口
座
振
替
へ
の
変
更
が
認

め
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
年
金
天
引
き
の
方
で
、
口
座
振
替

に
よ
る
納
付
を
ご
希
望
の
方
は
福
祉

課
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
申
請
の
期
限
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
申
請
の
時
期
に
よ
り
口
座
振

替
へ
の
変
更
の
時
期
等
が
異
な
り
ま

す
。

　

な
お
、
お
支
払
い
す
る
保
険
料
の

総
額
は
か
わ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　

問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課　

℡
３
６
６
・
７
１
１
６

　

口
座
か
ら
の
お
支
払
い
に
変
更
し

た
場
合
、
そ
の
社
会
保
険
料
控
除
は
、

口
座
振
替
に
よ
り
支
払
っ
た
方
に
適

用
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
世
帯

全
体
の
所
得
税
や
町
県
民
税
が
変
わ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
十
分
ご

留
意
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
税
務
署
ま
た
は
川
越
町

役
場
税
務
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

四
日
市
税
務
署

　
　
　
　
　

℡
３
５
２
・
３
１
４
１

　

税
務
課　

℡
３
６
６
・
７
１
１
４

　

平
成
20
年
８
月
に
ご
通
知
い
た
し

ま
し
た
と
お
り
、
保
険
料
が
年
金
天

引
き
（
特
別
徴
収
）
さ
れ
て
い
る
方

の
平
成
21
年
４
・
６
・
８
月
分
の
保

険
料
に
つ
い
て
は
、
仮
徴
収
と
し
て

平
成
21
年
２
月
分
と
同
額
を
そ
れ
ぞ

れ
年
金
か
ら
天
引
き
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、
被

保
険
者
一
人
ひ
と
り
に
対
し
て
保
険

料
を
算
定
し
、
賦
課
を
行
い
ま
す
。

　

原
則
７
月
中
旬
頃
に
保
険
料
額
及

び
納
付
方
法
の
通
知
を
川
越
町
役
場

か
ら
郵
送
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
昭
和
９
年
６
月
１
日
以

降
の
誕
生
日
の
方
で
75
歳
年
齢
到
達

に
よ
り
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
新

た
に
加
入
し
た
方
の
場
合
は
、
誕
生

月
の
２
ヶ
月
後
に
保
険
料
額
及
び
納

付
書
（
普
通
徴
収
）
の
通
知
を
川
越

町
役
場
か
ら
郵
送
し
ま
す
の
で
、
指

定
さ
れ
た
納
期
限
ま
で
に
役
場
・
銀

行
・
郵
便
局
の
窓
口
で
保
険
料
を
お

納
め
く
だ
さ
い
。

軽減判定所得：33万円以下の場合 軽減判定所得：33万円以下の場合

【均等割９割軽減の条件】
７割軽減に該当する場合において、被保険者全員の所得が必要経費・控除（年金の
所得は控除額を80万円として計算）を差し引いたときに０円であること。

ご存知ですか？　福祉医療費助成制度
　福祉医療費助成制度とは、障がい者、一人親家庭等、中学生以下の方々の医療費（健康保険対
象の医療費に限ります。）を、町が助成することにより、対象者の福祉の向上を目的とした制度
です。受給資格の対象者に該当し、受給資格の認定を受けていない方は、福祉課まで手続きにお
越しください。

区　　　分 対　象　者

障害者医療費�

一人親家庭等医療費

子ども医療費

６５歳以上障害者医療費

○身体障害者手帳１～４級をお持ちの方
○療育手帳Ａ１、Ａ２、Ｂ１をお持ちの方
○精神障害者手帳１級をお持ちの方
　（精神障害者手帳１級の方は通院費のみ対象）

○配偶者のいない方で２０歳に達した月末までの子どもを養育
　している親と子ども、または、２０歳に達した月末までの父
　母のいない子ども
　（子どもが学生の場合、申請により２０歳年度末まで）

○義務教育修了までの児童
　（中学生については入院費のみ対象）

○障害者医療費と同じ要件で、後期高齢者医療被保険者証を
　お持ちの方

　

区
分
と
受
給
対
象
者　

福
祉
医
療
費
助
成
制
度
の

　
　

必
要
な
も
の

受
給
資
格
の
認
定
に

◎
保
険
料
額
と
納
付
方
法
に
つ
い
て

◎
保
険
料
が
年
金
天
引
き
さ
れ

　

て
い
る
方
の
４
・
６
・
８
月
の

　

保
険
料
に
つ
い
て

○
所
得
税
及
び
町
県
民
税
の

　

社
会
保
険
料
控
除
に
つ
い
て

◇
年
金
天
引
き
で
支
障
の
な
い

　

方
は
、お
手
続
き
の
必
要
は

　

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

◆福祉医療費受給資格認定申請書
◆健康保険被保険者証の写し
◆印鑑（シャチハタを除く）
◆所得証明書…その年の１月１日に川越町に住所がなかった方
　　　（１月～８月に申請する場合は前年の１月１日に住所がなかった方）
◆身体・療育・精神障害者手帳の写し（障害者医療費・６５歳以上障害者医療費）
◆戸籍謄本（一人親家庭等）
　　その他必要に応じて提出する書類があります。
※子ども医療費の中学生の方は、受給資格証を発行しませんので、認定手続きは必要あり
　ませんが、入院された際には、助成手続きが必要となりますのでご注意ください。

問い合わせ先　福祉課　℡３６６・７１１６

２　

所
得
割
の
軽
減
に
つ
い
て

３　

｢

被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者｣

で

      

あ
っ
た
方
の
保
険
料
に
つ
い
て

「
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
」
と
は

４　

保
険
料
の
年
金
天
引
き
か
ら

       

口
座
振
替
へ
の
変
更
に
つ
い
て

１　

均
等
割
額
の
９
割
軽
減
に

　
　

つ
い
て


